
「 Yokohama Live Station 」を体現するJR横浜タワー内
アトリウムの超大型マルチディスプレイが運用開始

■導入先

こんなソリューションを実現しました

「ゆっくり過ごす場所がない」「ファミリーで安心して過ごせる環境がな
い」など、従来の横浜駅の弱点をカバーすべく用意したアトリウム（4層
吹き抜け）をより魅力的に演出するサイネージとは？を検討しました。

5×9メートルの大画面は、
どのフロアからもくっきり
見えてインパクト大

イベントステージの催しと
連携し、
ライブ感を盛り上げます

大規模災害時に 横浜市の
情報収集拠点としての役割
も担うため、災害時情報発
信も準備

東日本旅客鉄道株式会社さま

シャープ商品 導入事例

■導入商品

導入前の課題

東日本旅客鉄道株式会社さま
● 東京都渋谷区
● 東日本を中心として旅客鉄道等を運営

するほか、多様な関連事業を展開。超
高層複合ビル「JR横浜タワー」は、
2015年着工、 2020年竣工。

インフォメーションディスプレイ
PN-V701（70V型）×36台
2020年6月から運用開始。
横浜駅の新しい顔となるアトリウム（JR横浜タワー１～4階）
壁面に70V型 6×6面の36面マルチディスプレイを設置。施設案内
などの情報発信を行っている。
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年間乗降客数が世界5位となる横浜駅周辺開発において目指したの
は、お客様に長く滞在してもらえる空間づくりです。そうした考え
のもと、横浜駅の顔として4層吹き抜けのアトリウムが誕生しまし
た。開放的な空間で、２階に設けられたステージはライブなどの劇
場空間に、また見上げると木造船の底をイメージした天井デザイン
が心を和ませます。

アトリウムから情報を発信するというコンセプトは当初から
持っており、大型ビジョン設置は必須としていました。
この広い空間でインパクトある大画面を構築するためにシャー
プ製の７０V型マルチディスプレイを提案していただき、明る
いアトリウム空間のどのフロアからも視認性の高い大型ビジョ
ン設置が実現しました。また 大規模災害時に横浜市の情報収
集拠点として、災害時などには適宜情報を提供できる環境を構
築しております。

２階のライブステージ（１００平方メートル）はライブやトークショーなど
のイベントを行い、ステージ上方の大型ビジョンにライブ映像を映し出す事
が出来ます。ステージのイベントとビジョンが一体型になった演出を楽しん
でいただきたいです。また、駅直結の特長を活かし、鉄道の利用を促すコン
テンツや地域の魅力発信など、提供コンテンツの幅を広げていく計画です。

■導入の背景
JR・私鉄・地下鉄各線、合計6社局が乗り入れる
一大ターミナル駅 横浜。乗り換えだけでなく、
回遊性のある街づくりを目指す。

■今後の展望

玄関にふさわしい明るい映像と、
ダイナミックな大場面がアトリウムのシンボルになる

イベントとの連携も期待
来場者にリアルな体験を提供したい

(左から）
東日本旅客鉄道株式会社
東京支社 事業部 前田隆之介 さま

松谷 創 さま
加藤 真丈 さま
前田 隆之介 さま

選ばれた理由

導入後の効果

「心地よい時間を過ごせる場所づくり」というコンセプトのア
トリウムには、各階にソファがゆったりと配置されたラウンジ
が設えてあり、そこから見える５×９ｍの大型ビジョンも
くつろぎの演出に一役買っています。
現在はJR横浜タワー内施設の案内を表示し、新しい横浜の魅
力を発信しています。

アトリウムは街のラウンジ、5×９ｍの超大型ビジョンが演出する新しい横浜

シャープ商品 導入事例

シャープマーケティングジャパン株式会社
ビジネスソリューション社
〒261-8520 千葉市美浜区中瀬1-9-2
https://smj.jp.sharp/bs/
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■ お問い合わせ （詳細は弊社営業担当までお問合せ下さい）

https://smj.jp.sharp/bs/
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